
N。.
輸試譜 故 私 周 質 二

ヽ
１
１

メ

お元気ですか !!

暑い 真 に暑い日々が続きます。から梅雨から真夏に急ぎ、さらに

じつくりと照 りつける毎日です。

こんな時は、まず落ち着いて、木陰に入 り、何もかもを忘れ、カラ

ッポの頭になる事です。なあんもない中で、ボーッとしながら、ある

美術館の庭先で考えてみました。

7月 23日 -25日 、綾子 しやんの
“
慰労

"を
兼ねて、会津 ・磐梯か

ら北茨城 口五浦温泉へ、クーラーの家れた愛車で ト コトコと走って

きました。

ひんやりとした木陰は、いいものです。

春 ・夏作の流れが過ぎて、いくつかの空き地が出来ました。あらら あ

ららと言いながら収穫 し、味わい、知り合いに届けては喜ばれました。

2人家族では 食 べるのも、漬物にするにも限りがあります。

それでも、秋 ・冬作の時節になると、またぞろ い い加減なものです、

あれもこれもと、植え付け ・育ててみたくなるものです。

涼しい木陰の考えが、上のような見取り図になりました。 さあ―て、どう

なる事や ら、、、、、、ぃ、、 ?? とても 心 配です !!
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断大陵原産でイタリア、フランスな ●願種地 方布

どヨーロッパで広く食される(.ペポカ  北 アメリカ前郎～メキツコ地域原産

ポチャの一触で、将と貨色のものがあ 古くからヨ ロ ッフiやアメリカに広まり

る。日本では80年代頃から普及した新 ltに南フランスやイタリアで 広く利用

顔。開花後 4、 5日 で収顧するが、側 されている。'っか口では最近伸 =され

れ直前のつほみが看いた幼果もれズツ 店頭にも見られるようになった

キーニとして、 HLめ物料理などに使わ

れる。表面にツヤがあり、切り口が自

くみずみずしいものが新鮮だ。カボチ

ャとはいえ、あまり日持ちしない。保

存する時はラツプしたまま冷蔵庫へ。

一作ごとにまとめる、、、、、また こ れが楽しみなんだ !!▲

春 ・夏作 の終 わ りか ら、 また 耕 し方 の出番 です 。

充分に楽しんだはたけは、おおまかな計画に沿つて耕し、堆肥を入れ、秋 ・冬作の

準備になります。暑さを避けて、朝がた 。夕方の作業とします。

この時の心入れが、これからの
“"野

菜つくり
“"の

出来 ・不出来を左右します。

とまと ・ミニとまと

とうもろこしが終わり、

はく菜 ・たけのこはく菜の予定

大きなすいかを抱いて、

にんまりするお 2人 さん で す

ヤ~コ ン

つるむらさき

ア ピオ ス

やまいも

カリフラフー ・きやべつ、、、

坑 軽
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日経 横 浜支局 永 澤記者の取材がありました。

キ山ほ場の面々 多 少緊張ぎみです。

“"農
楽塾

“'擁
頭の小泉さんと綸戸役、逆取材

を兼ねて、早速駆けつけました。

若い記者ですが ツ ポを心得ていて 鋭 い質問を

投げ掛けます。小鼻さんの実地指導に付いて廻 り

ながら 様 しい眼で見ています。「今後の展望は ?J

「今の問題点は ?Jと  ポ イン トを突いて来ます。

この取材は、 7月 10日 付けで記事にな りました

め`、ホームファイア制度の中で 如 何に対処 して

行 くか ? 考 えさせ られる内容です。

H"家
庭菜画

“"の
原員Jを貫くにしろ、将来の営

農活動への転進を考えるにしろ、電地殺おの野菜

作 りの基本を身に付け 確 かなものにすること、

揺るぎない 「自分」を育てることです。

永輝記者の取材を受ける小果 さん

説明に耳を傾け メ モする永澤記者

Step‐up した仲間が5箇 所のほ場で、それぞれ頑張つています。

今泉ほ場の木陰で、 4,h“
"農

楽塾
口'の スター トです。

秋 ・冬野菜の播種 とポイン トの説明は普及センターの高田さん、

珍 しい紫カ リフラフーには触手が伸びてきます。

小泉さんの話は、この夏の異常気象から、健康管理に始ま り

「黄寿J種 とま との 3種 の施肥の比較、試食会 と

な りました。基本は堆肥、これをどう作 り、

どう施肥 してい くか ?い つもの

方向性となりますじ

小泉さんの話の中で、「植物 ・作物に野菜を作って

もらう、私たちは 唯  そ の環境を整えるだけJ

と言う話には考えさせられるものがあります。      /
7月 10日 付けの朝日新聞の連栽記事にもホームファアーの
ことがありました。

県 ・農地課の 「荒廃農地の解消と中高年層の活性化」だけで ヽ＼
はなく、この制度を活用し、自分なりに発展させることが今  ｀

問われています。

05年 度からは、LTp研も無くなり、一層の自立が求められ
ます。この状況を前握にして、じっくりと考えて行きたいも
のです。

“"は
、仲間との交流と 「学び」の場  。
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株聞学校風の
“"熊
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6月 20日 の回植えから い くつかの

ァクシデントがありましたが、幼い首

が活着し、初夏の風に揺れていました。

幸い 深 水の期間を何もなく過ぎ、苗

はじっくりと育って,ま す。

今年は い かにも
“
空梅雨

"で
、雨が

少なく、日んぼにはものすごく悪い条

件なのです。

水の大切さ、大事さが痛感されます。

最後の手段は、側溝からのバケツUp

つまり 上 豪仮堰からのバケツ作戦で

祭地指導の小泉さん

ャ″′すフ″

さらに、近くの屋敷跡の手押しポンプが活躍します。空梅雨
で溜まりの少ない古井戸からホースで田んぼに水を汲み上げ
るのです。

このバケッup

気休めみたいな

見しました。

ポンプuPの 両作戦でも、焼け石に水 !!

子供 じみた作戦でも、8月 9日 出 穂を発

晶 嚇ので

静かに行  い ます

きな三本柱、Myは たけ ・農楽塾 ・日んぼ、、、

らず ゅ っくりと進んでいます。毎日が
つ

のら
“"漬

け

ですが、充分に楽 しんでいます

多くの仲間に支えられ、今 日も

いそいそと走り廻 りながら、汗

まみれ ・泥まみれなのです。

い ■まみれのバンザイ !です
＼Ⅲ.  ・13t


